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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、研究代表者が構築中の日本語フレームネット（JFN）を、語彙の意味情報
に加え、構文の意味情報をも含む語彙・構文複合言語資源へと発展させることであった。文全体の意味に、語彙素の意
味以外のどのような文要素の意味が関与しているかを明らかにし、それらを記述して言語資源とする方策を探った。コ
ーパス上に現れる文に用いられる構文の洗い出しを行ない、フレーム意味論の手法を用いてそれぞれの構文の意味を分
析した。それらの結果をアノテーションとして蓄積するための、構文アノテーションの範囲を定義することができた。
さらに、構文の意味情報と意味フレーム情報との関係が明確化できた。

研究成果の概要（英文）：On the basis of analyses of Japanese constructions for the purpose of building a 
constructicon in the Japanese FrameNet (JFN) project, it became clear, through this research project, 
that grammatical constructions can be classified based on whether they evoke frames or not. Recognizing 
such a distinction among constructions enabled FrameNet-style linguistic resources to have a proper 
division of labor between frame annotations and construction annotations. Moreover, in addition to the 
three kinds of “meaningless” constructions which have been proposed already, this research project 
suggested that there is yet another subtype of constructions without meanings. Furthermore, the research 
project adds supported to the claim that there may be constructions without meanings (Fillmore, 
Lee-Goldman & Rhomieux, 2012) in a current debate concerning whether all constructions should be seen as 
meaning-bearing (Goldberg, 2006: 166-182).
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１．研究開始当初の背景 
 本研究に関連する国内・国外の研究動向は
以下の通りであった。 
(1) コーパス言語学の浸透 
 現代日本語の書き言葉に関する初の大規
模均衡コーパス「現代日本語書き言葉均衡コ
ーパス」（BCCWJ）が公開されたことにより、
コーパス日本語学の研究が今後一層盛んに
なると期待されていた。認知言語学のアプロ
ーチによる日本語分析においてもコーパス
言語学の手法が浸透しつつあった。中でもフ
レーム意味論や構文文法による日本語分析
にはコーパスデータを用いた例があったが、
実際に分析結果をコーパスアノテーション
として蓄積し言語資源とする試みとしては、
本研究代表者が研究協力者たちと構築中の
日本語フレームネットがほぼ唯一のもので
あった。 
(2) フレーム意味論の精緻化とフレームネ
ットの発展 
 日本語フレームネットとは、ある語を用い
る際に話者が想起する背景知識に着目しそ
れらを意味フレームとして定義することで、
その語の意味を詳細に定義した言語資源で
ある。日本語フレームネットの理論的基盤で
あるフレーム意味論は、項構造、格フレーム、
結合価パターンに関する枠組みとして広く
知られているが、本来は文全体の意味と関連
づけて文中に現れる語彙素の意味を理解し
ようとする理論的枠組みである。しかし、文
の意味はそこに現れる語彙素の意味の和で
はなく、語彙素以外の様々なレベルの「構文」
の意味も文全体の意味に関与している。そこ
で、英語フレームネット・プロジェクトでは
語彙の意味と構文の意味の統一的記述のた
めの枠組みを検討中であった。このような背
景から、科研費特定領域「日本語コーパス」
に公募研究班として参加した際には、日本語
フレームネットを語彙の意味情報に加え構
文の意味情報をも含む語彙・構文複合資源へ
と発展させていくためのパイロットスタデ
ィを行った。 
(3) 言語資源構築の重要性の高まり 
 近年様々な日本語資源が構築され公開さ
れてきているが、若干の例外を除き、言語処
理研究者が自然言語処理システムでの利用
を念頭に作成したものが多く、言語学的枠組
みに則っているものは少ない。したがって、
言語研究者が言語データ分析時に参照でき
る言語資源、日本語学習者が利用できる言語
資源というものはほとんどなかった。 
 上記のような学術的背景に基づき開始し
た本研究の学術的な特色・独創的な点は以下
の３点に集約できる。 
(4) コーパス言語学：通常言語分析者はコー
パスデータを分析するのみであるが、コーパ
スデータに対するアノテーションをも行う
点に特色があった。 
(5) フレーム意味論：項構造、格フレーム、
結合価パターンを見るためのみならず、文全

体の意味への寄与という観点からコロケー
ションや複合辞の意味分析にフレーム意味
論を用いる点。 
(6) 言語資源構築を将来的に目指す：多くの
言語資源が言語処理研究者中心に構築され
ているのに対し、言語学研究者が言語学的見
地に基づき、言語処理研究者と連携しながら
構築しようとしていたこと、である。 
 そして、当時予想された結果と意義として
は、 
(7) 言語学的意義：語彙・構文複合言語資源 
とすることで、日本語フレームネットがフレ
ーム意味論と構文文法の集大成の場となる。 
(8)日本語学習者用資源として：語彙素以外
の様々なレベルの構文の意味は一対一に他
言語の表現形式と対応しないことが多く、日
本語母語話者以外には理解や運用が困難で
ある。これらの意味情報がアノテーションさ
れたコーパスを、中上級日本語学習用言語資
源として活用してもらうことを将来的に目
指す。 
(9)自然言語処理用資源として：意味フレー
ムに基づく文の意味分析結果の蓄積は、文書
要約、文書の意味構造解析、文書からの知識
獲得、評判分析などの意味処理が関わる自然
言語処理システムに応用することを目指す。 
の、３点であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、研究代表者が構築中の日
本語フレームネット（JFN）を、語彙の意味
情報に加え、構文の意味情報をも含む語彙・
構文複合言語資源へと発展させることであ
った。具体的には、文全体の意味に、語彙素
の意味以外にどのような文要素の意味が関
与しているかを明らかにし、それらを記述し
て言語資源とする方策を探ることであった。
将来的には自然言語処理技術や日本語学習
者にとって有益な言語資源とすることを目
指した。 
 
３．研究の方法 
(1) 意味記述の枠組みとしてフレーム意味
論を用いた。 
(2) 統語的特徴を記述、分析するための枠組
みとして構文文法を用いた。フレーム意味論
と構文文法を用いることで、語彙素以外の文
要素の意味も語彙素の意味と統一的に記述
することができるからである。 
(3) 文の意味の分析対象として、BCCWJ コー
パス上の文を用いた。 
 
４．研究成果 
(1) BCCWJコーパスから抽出した文を分析し、
構文の洗い出しを行ない、それぞれの構文の
意味情報を分析した。 
(2) 構文の意味情報の分析結果を、「コンス
トラクティコン」（構文データベース）とし
て蓄積していくために、そしてそれらを自然
言語処理技術や日本語学習者にとって有益



な情報とするために、どのような情報を記述
すれば良いのかを検討し、「構文アノテーシ
ョン」の範囲を明確化した。すなわち、これ
までの英語・ポルトガル語・スウェーデン語
などの他言語での「コンストラクティコン」
構築プロジェクトでは、必ずしも「コンスト
ラクティコン」に含めるべき情報の種類につ
いて統一見解があった訳ではなかったため、
「構文アノテーション」の範囲について新た
な提案を行なったということである。具体的
には、各々の構文の統語的特徴と意味的特徴
の両方を記述する、ということである。その
結果、日本語フレームネットの「コンストラ
クティコン」では、認知言語学における重要
なテーゼである「文法と語彙の連続性」を保
持できることになる。 
(3) 構文の意味情報と、意味フレーム情報と
の関係を明らかにすることができた。つまり、
構文は、意味フレームを喚起するかどうかで
分類することができることが明らかになっ
た。さらに、従来の研究で「意味を持たない
構文」と分類されていた構文は、1) 意味フ
レームを全く喚起しないか、2) 構文の階層
構造において、下位のレベル（構文のサブタ
イプレベル）で意味フレームを喚起するか、
のいずれかである、ということを指摘した。 
(4) 従来の研究では、構文の種類は、1) 意
味フレームを喚起する構文、2) 意味フレー
ムを喚起しない構文、3) 構文のサブタイプ
レベルで意味フレームを喚起する構文、の３
種類があることがわかっていたが、新たに 4
種類目の構文のタイプとして、4) 意味フレ
ームは喚起しないが、その意味が「インタラ
クションフレーム」に関わる構文があること
を指摘した。 
(5) 本研究を通じて、日本語の語彙素の意味
だけでなく、構文の意味をも記述し、文全体
の意味を分析するために、フレーム意味論と
構文文法の理論的枠組みが有効であること
を示した。 
(6) 日本語研究において、コーパス、特に
BCCWJ コーパスを使うことは研究者の間でか
なり浸透して来ているが、コーパスへのアノ
テーションとして、従来のような述語項構造
や、意味役割付与だけでなく、構文に対して
もアノテーションができる、という可能性を
追求することができた。 
(7) 「コンストラクティコン」という概念を
認知言語学の分野において浸透させること
に、日本語分析の立場から貢献することがで
きた。 
(8) 英語フレームネットのみならず、スウェ
ーデン語、ポルトガル語など、同じ枠組みを
用いて「コンストラクティコン」を構築して
いる海外の研究プロジェクトや研究者と、共
同研究を行なうことができた。 
(9) 言語分析だけでなく、日本語の「構文ア
ノテーション」を行ない、「コンストラクテ
ィコン」を構築するための、オンラインのツ
ールを整備することができた。 
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